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読者の性別
2010年に比べて男性読者の比率が3倍に

過去には９割以上が女性読
者でしたが、男性読者が増
えてきました。フラワーア
レンジメントのコンテスト
でも男性の参加者が増えて
います。性別を問わず、多
様な人材が活躍するお花業
界を紹介していきます。

男性
27％

女性73％

読者の年齢層
第一線で活躍する現役世代に読まれています

アンケートから

コンテストに参加、資格を取得したい、レッスン教室の運営、
花店やサロンの経営など、積極的に自立して起業されている
読者が多いです。花材・資材、産地情報、お花の知識、アレ
ンジメント技術の記事が読まれています。

アンケートから

幅広い世代から支持されている理由の一つに、日常生活のさ
まざまなシーンで「花」の注目度が高くなっていることがあげ
られます。物日や記念日にはお花の贈り物が欠かせません。
身近だけど奥の深い、花文化を楽しむ記事が読まれています。

お花業界に関わるさまざま
な分野で、世代交代が始まっ
ていることがうかがえます。
お花業界への関心が高い学
生やアルバイトの若い方に
も読まれています。生花の
購入が多いシニア世代は、
マーケットを長年支えてい
ただいています。

10代
1％

20代
14％

30代
18％

40代
25％

50代
28％

60代以上
14％

読者の購買形態
年間購読、書店での定期購読者が多数を占めます

６割以上が定期購読者です。
時々購入は、特集記事の内
容により選択されているよ
うです。シーズンごとや事
前の特集案内をご覧いただ
ければ、関心の強い読者に
情報を届けられます。イベ
ント、季節ごとの商材、新
資材の利用法や商品広告が
期待されています。

広告ページの注目度
広告は記事とともに大切な情報源として読まれています

タイアップ記事や求人情報、
スクールガイドなどの記事
は、「広告」と捉えていない
人もいます。求人広告では、
一般雑誌と異なり、的確に
お花業界の人材に訴求でき
ます。広告ページも読者に
とっては重要な情報です。
取材記事や SNS との連動
をご提案しています。

配本率
地域別トップクラスの読者が購入しています

アンケートから

日本全国各地のフラワー関係者から、『フローリスト』が発信
するアート系から街の花店の生活系など大都市圏のトレンド
情報を期待されています。先進国から途上国、大陸ごと、気
候ごと、国別など最新の海外事情を知りたいという意見も。

関東・近畿圏が半数を占め
ますが、ほぼ各地域の人口
に比例しています。地方に
おいては、生産、流通、卸、
経営者、デザイナーのトップ
クラスの読者です。全国各
地で最新の品種・花材・資
材情報が求められています。

東海・中部
10％

北海道
4％

東北
7％

近畿
18％

中国
6％

四国
2％

九州・沖縄
9％

北陸・甲信越
8％

関東
36％

読者の属性
生産者、花店、デザイナーから趣味の方が読者です

アンケートから

「花のプロ」は生産者特集、新品種、育種、市場の評判などを
求めています。都会の花情報、消費者と花店のニーズ、客層
に合わせた店づくり、見やすく売れるお店のディスプレイ、お
店全体の装飾などビジネスに直結する情報を提供します。　
　

生花・園芸関係者が３割ほ
ど占めていますが、プロば
かりではありません。花材・
資材・品種の情報は、趣味
の方から他業種の方まで参
考にされています。商品を
購入して、アレンジメント
を楽しむ方が増えています。

主婦・学生
27％

生産・流通
7％

そのほか
7％

生花・
園芸店
28％

フラワーデザイナー
17％講師・教員

14％

読者の購買年数
新規と10年以上の読者が増加傾向にあります

1 年未満の読者が増えてい
ます。新しい読者を獲得し
ていることになります。新
規の読者には、花店の起業
や就業を検討されている人
もいます。業界のトレンド
はもちろんですが、展望が
開けるような情報も求めら
れています。

購入の参考にしているメディア
スマホの普及とともにSNSの活用が増えました

アンケートからアンケートから

Instagram、Twitter、Facebookなどの SNSや『植物生活×フ
ローリスト』のウェブメディアと雑誌を使いわけている読者が
増えました。雑誌記事をフォローする即時性の高いウェブを
チェックして、新商品や補助金などの問い合わせが多いです。

アンケートから

種苗会社別の新品種、花のみずあげ方と切り花鮮度保持剤な
どの新製品、花のコンテスト公募、人材募集、最新の花材や
商品情報を求められています。また花店＋ファッションなど他
業種とのコラボによる新規ビジネス情報も。

アンケートから

書店や通販で購読されている読者は、お花や花材も常に購入
されています。初めて購入された方は、SNSの情報をみて買
われた方も多いです。花店の仕事内容やアレンジメントの基
礎知識も常に求められています。

雑誌『フローリスト』×ウェ
ブメディア『植物生活』は
SNSによる情報発信を行っ
ています。お花の写真がき
れいに映える点でも、イン
スタグラムの閲覧が増加傾
向です。ウェブや SNSの利
用者が増える一方、信頼さ
れる情報源として雑誌や専
門紙も重要視されています。
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『フローリスト』読者への効果的なアプローチ

毎号購入
33％

年間購読
29％

時々購入
21％

そのほか
4％

初めて購入
13％

すべて参考
10％

趣味分野
43％

そのほか
23％

専門分野
24％

10年未満
13％

10年以上
29％

1年未満
33％

5年未満
17％

3年未満
8％

そのほか
22％

Twitter
26％

Instagram
47％

Facebook
5％

雑誌の購読を長年継続されている読者は、雑誌のバックナン
バーも大切に保存されています。花器の現代的な使い方とお
花の見せ方、フラワーデザインの技法を解説、ラッピングテ
クニック、花店経営の基礎知識などの関心が高いようです。
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